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設
立
百
三
十
七
年
！
歴
史
が
映
え
る
！

志
木
市
立
宗
岡
小
学
校
・
・
・

　

志
木
市
立
宗
岡
小
学
校
の
草
創
期

　

一
。
学
制
発
布
以
前
の
教
育

　
寺
子
屋
・
塾

　

江
戸
時
代
中
期
以
後
の
教
育
に
つ
い
て
、
確
か
な
記
録
等
は
な
い

が
、
残
さ
れ
た
資
料
と
し
て
は
筆
子
塚
が
あ
る
。
寺
子
屋
・
塾
等
を

開
い
て
い
た
師
匠
の
没
後
、
そ
の
遺
徳
を
追
慕
す
る
弟
子
た
ち
が
、

師
の
恩
に
感
謝
し
そ
の
供
養
を
し
た
し
る
し
に
建
て
た
石
碑
で
あ

る
。
多
く
は
「
筆
子
中
」
と
か
「
門
弟
中
」
と
か
「
筆
弟
」
等
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

寺
子
屋
を
開
い
た
方
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
実
蔵
院
伝
英
、
実
蔵
院
第
三
世
住
職
で
、
筆
子
塚
は
、
実

蔵
院
東
側
墓
地
の
西
隅
、
本
堂
に
近
く
歴
代
住
職
の
塋え
い
い
き域

（
墓
地
の
こ
と
）
に
、
南
面
し
て
建
っ
て
い
る
。

同
所
に
土
肥
小
十
良
、
抜
井
玄
徳
の
筆
子
塚
も
並
ん
で
い
る
。
玄
徳
は
医
師
の
傍
ら
附
近
の
子
弟
を
教
え

て
い
た
と
い
う
。
ま
た
実
蔵
院
慶
雅
は
同
寺
の
第
五
世
住
職
で
あ
る
が
、
そ
の
墓
碑
の
左
側
面
に
「
筆
子
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子
版
市
民
プ
レ
ス　
第
54
号

�

�
�
�
�
�
地
域
紙

�
市
民
�
�
�
�
第
54
号

�20
1
1
/
1
0
/
5

発
行
�
�
電
子
版
�
�
�
再

編
集
�
�
�
�
�
電
子
書
籍
専
用
�
�
�
�
�
�
�
�
�
等
�
�
読
�
下
�
�
�

�
�
�
利
用
�
環
境
�
�
�
�
�
�
電
子
書
籍
�
閲
覧
�
�
�
�
�
場
合
�
�
�
�
�
す
�

目
次 

-PAG
E 

２ 
歴
史
が
映
え
る
宗
岡
小
学
校 

１
３
７
年
！

 

宗
岡
小
学
校
の
草
創
期

 
-PAG

E 

19 

河
越
館
の
主
「
河
越
重
頼
」
の
光
と
影

 

鎌
倉
幕
府
設
立
に
向
け
て

 
-PAG

E 

29 

地
域
情
報
：
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

 

賑
や
か
だ
っ
た
「
い
ろ
は
市
」

宗岡小学校 （かいじろう画 1956）



34

八
人
」
と
あ
る
。

　

千
光
寺
覚
阿
は
千
光
寺
第
二
十
九
世
の
住
職
で
、
権
大
僧
都
で
あ
っ
た
。
筆
子
塚
は
、
千
光
寺
の
正
門

を
入
っ
て
左
手
に
あ
る
観
音
堂
の
南
側
に
東
面
し
て
建
っ
て
い
る
。

　

池
ノ
内
忠
五
郎
は
宗
岡
六
〇
〇
番
地
の
農
家
に
生
ま
れ
、長
じ
て
農
業
の
傍
近
隣
の
子
弟
に
教
授
し
た
。

筆
子
塚
は
大
仙
寺
本
堂
西
側
の
同
家
墓
地
に
東
面
し
て
建
っ
て
い
る
。

　

中
村
光
誉
は
文
政
十
年
新
潟
県
に
生
ま
れ
、
浄
土
宗
兼
性
寺
で
得
度
し
た
と
戸
籍
簿
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。
後
江
戸
で
上
野
寛
永
寺
に
入
り
勉
学
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
大
日
堂
裏
の
墓
地
の
片
隅
に
墓
石
が

あ
り
、
筆
子
中
な
ど
の
文
字
は
な
い
が
、
筆
子
塚
で
あ
る
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

高
野
佐
十
郎
は
天
保
七
年
（
１
８
３
６
）
宗
岡
村
七
五
二
番
地
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。
江
戸
に
出
て
学

ん
だ
と
い
う
。
幕
末
か
明
治
初
年
頃
か
ら
農
業
の
傍
、
自
宅
で
子
弟
に
手
習
い
を
教
え
て
い
た
。

　

市
之
瀬
春
之
助
は
、
上
宗
岡
で
教
授
し
、
南
畑
に
接
し
て
い
た
た
め
門
下
生
は
南
畑
の
者
の
方
が
多
か

っ
た
。
後
に
長
く
宗
岡
村
長
と
し
て
令
名
の
あ
っ
た
池
内
富
太
郎
を
教
え
、
ま
た
志
木
へ
出
て
医
師
を
開

業
し
、
細
田
学
園
を
創
立
し
た
細
田
洋
等
が
教
え
を
受
け
た
。

　

臼
屋
で
教
授
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
俗
に
「
臼
屋
の
先
生
」
と
呼
ば
れ
、
又
、
前
姓
を
渋
谷
と
名
乗

っ
て
い
た
ら
し
く
「
渋
谷
先
生
」
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。

　

二
。
宗
岡
学
校

　
　

学
制
発
布
と
学
校
創
立

　

明
治
維
新
と
な
り
、
新
政
府
の
政
策
と
し
て
教
育
政
策
も
幾
つ
か
示
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
明
治
二
年

二
月
に
出
さ
れ
た
「
府
県
施
政
順
序
」
で
あ
る
。
そ
の
中
に
小
学
校
の
設
置
計
画
が
あ
る
。
次
い
で
明
治

三
年
の
二
月
に
示
さ
れ
た
「
大
学
規
則
」・「
中
小
学
規
則
」
で
あ
る
。
前
者
は
一
般
民
衆
の
た
め
の
小
学

校
で
あ
っ
た
が
、
後
者
は
指
導
層
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
五
年
に
至
っ
て
こ
れ
等
を
統
合
し
て

全
国
民
の
た
め
の
教
育
計
画
と
し
て
「
学
制
」
が
発
布
さ
れ
た
。

　

入
間
県
で
は
明
治
六
年
三
月
の
管
内
人
口
が
４
０
８
、４
１
６
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
中
学
区
十
三
万

人
の
基
準
に
よ
り
、
管
内
を
第
十
四
、十
五
、十
六
の
三
中
学
区
と
し
た
。
当
時
宗
岡
村
は
、
川
越
を
中
心

と
す
る
入
間
、
高
麗
、
比
企
、
新
座
、
各
郡
に
ま
た
が
る
第
十
四
番
中
学
区
に
属
し
た
。
こ
の
中
学
区
内

に
小
学
校
四
十
を
置
く
計
画
で
あ
っ
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
五
日
入
間
、
群
馬
の
両
県
が
廃
止
さ
れ
、
両
管
内
を
併
せ
て
「
熊
谷
県
」
が
設
置
さ

れ
た
。
熊
谷
県
に
な
っ
て
も
中
学
区
の
構
想
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
小
学
校
の
増
設
を
計
り
、
第
十
四

番
中
学
区
に
二
百
十
八
小
学
校
を
設
け
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
。
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小
学
校
設
立
の
経
過

　

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
入
間
県
で
は
太
政
官
布
告
に
基
づ
き
説
論
を
管
内
に
布
告
し
た
が
、
当
時
宗

岡
村
の
属
し
て
い
た
第
二
大
区
で
は
、明
治
六
年
二
月
五
日
に
各
戸
長
が
大
和
田
町
会
所
に
集
め
ら
れ
て
、

「
急
速
ニ
学
校
取
設
可
申
旨
」
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
戸
長
た
ち
は
翌
々
日
の
七
日
か
ら
数
次
の
会
合

を
開
い
て
、
三
月
一
日
に
至
っ
て
「
学
校
興
立
評
議
書
」
を
作
成
し
て
答
申
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
大
区

内
の
七
小
区
に
各
一
ヶ
所
づ
つ
七
校
を
左
記
の
通
り
開
校
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
小
区 

並
木
村
（
現
川
越
市
並
木
）
滝
厳
院

　

二
小
区 

渋
井
村
（
現
川
越
市
渋
井
）
蓮
光
寺

　

三
小
区 

藤
久
保
村
（
現
三
芳
町
）
広
源
寺

　

四
小
区 

鶴
馬
村
（
現
富
士
見
市
）
瑠
璃
光
寺

　

五
小
区 

大
和
田
町
（
現
新
座
市
）
普
光
明
寺

　

六
小
区 

岡
村
（
現
朝
霞
市
岡
）
東
円
寺

　

七
小
区 

橋
戸
村
（
現
東
京
都
練
馬
区
）
教
学
院

　

各
小
区
に
枝
校
を
三
乃
至
四
ヶ
所
を
設
け
る
。

　

明
治
六
年
三
月
十
三
日
に
文
部
省
布
達
第
二
十
七
号
甲
を
以
て
、
社
寺
内
に
小
学
校
を
設
け
る
こ
と
許

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
急
速
に
各
地
に
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

　

三
。
創
立
当
時
の
宗
岡
学
校

　

時
に
宗
岡
村
は
戸
長
荻
島
保
蔵
氏
で
、
学
校
名
は
「
第
一
大
学
区
熊
谷
県
管
下
十
四
番
中
学
区
入
間
郡

百
八
十
六
番
小
学
宗
岡
学
校
」
と
称
し
た
。
校
長
（
当
時
は
首
座
教
員
と
い
っ
た
）
に
中
川
善
一
郎
が
委
嘱

さ
れ
た
が
、
身
分
経
歴
等
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
校
舎
と
し
て
宗
岡
村
二
五
三
一
番
地
の
新
義
真

言
宗
実
蔵
院
の
本
堂
が
充
用
さ
れ
た
。

　

四
。
曙
学
校

　

１
。
宗
岡
村
、
水
子
村
の
連
合

　

明
治
維
新
以
来
の
地
方
行
政
は
、
封
建
的
な
伝
統
を
排
除
し
て
新
し
い
中
央
集
権
機
構
を
確
立
す
る
た

め
に
進
ん
で
来
た
が
、明
治
十
一
年
七
月
に
は
、い
わ
ゆ
る
三
新
法
と
い
わ
れ
る
「
郡
区
町
村
編
制
法
」「
府

県
会
規
則
」「
地
方
税
規
則
」
が
公
布
さ
れ
た
。

　

明
治
十
七
年
に
於
け
る
宗
岡
村
、
水
子
村
の
戸
籍
人
口
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

宗
岡
村
３
５
５
戸
２
０
２
９
人
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水
子
村
２
６
８
戸
１
５
７
９
人

　

計
６
２
３
戸
３
６
０
８
人

　

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
、
新
河
岸
川
を
隔
て
て
相
接
し
て
は
い
る
が
、
双
方
を
繋
ぐ
橋
も
な

い
両
村
が
、
官
憲
に
よ
っ
て
秘
密
裡
に
編
制
さ
れ
て
合
併
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
宗
岡
村
の
戸
長
で
あ
っ

た
荻
島
保
蔵
氏
が
選
ば
れ
て
聯
合
戸
長
と
な
り
、
聯
合
戸
長
役
場
が
宗
岡
村
に
設
け
ら
れ
た
。

　

２
。
曙
学
校
の
組
織
と
教
育

　

こ
の
聯
合
戸
長
役
場
の
開
設
に
伴
い
、
宗
岡
学
校
及
び
水
子
村
大
応
寺
に
設
け
ら
れ
て
い
た
水
子
学
校

は
廃
止
さ
れ
て
、
明
治
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
新
た
に
「
曙
学
校
」
が
発
足
し
た
。
本
校
を
宗
岡
村
字
宿

一
二
八
七
番
地
千
光
寺
に
置
き
、
第
一
分
教
場
を
水
子
村
大
応
寺
に
、
第
二
分
教
場
を
宗
岡
村
字
前
内
手

四
〇
四
三
番
地
伊
奈
益
人
氏
宅
（
旧
観
音
寺
）
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
校
で
あ
っ
た
千
光
寺
は
本
堂
に
僅
か
ば
か
り
の
増
築
を
し
て
、
昇
降
口
、
湯
呑
所
と
し
た
よ
う
で
あ

る
。
分
教
場
の
伊
奈
氏
宅
の
状
況
は
不
明
で
、
何
れ
も
す
で
に
取
り
壊
さ
れ
て
現
存
し
な
い
。

　

五
。
第
一
学
区
宗
岡
学
校

　

明
治
二
十
一
年
四
月
一
日
に
、従
来
一
千
九
百
余
あ
っ
た
県
下
の
町
村
が
三
百
七
十
九
に
整
理
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
宗
岡
村
・
水
子
村
の
聯
合
は
解
除
さ
れ
、
宗
岡
村
は
独
立
し
、
水
子
村
は

針
谷
村
と
合
併
し
て
水
谷
村
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
行
政
機
構
の
変
革
に
伴
っ
て
、曙
学
校
は
解
消
し
た
。

　

独
立
し
た
宗
岡
村
の
村
長
に
は
、
荻
島
保
蔵
氏
が
選
ば
れ
た
。

　

明
治
二
十
二
年
五
月
に
第
一
学
区
宗
岡
学
校
と
改
称
し
、
本
校
を
千
光
寺
に
、
分
校
を
伊
奈
益
人
氏
宅

に
置
い
て
曙
学
校
に
引
き
続
い
て
授
業
を
行
な
っ
た
。

　

六
。
宗
岡
尋
常
小
学
校

　

１
。
新
小
学
校
令
の
実
施

　

明
治
二
十
三
年
に
公
布
さ
れ
た
小
学
校
令
は
即
日
施
行
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
実
施
す
る
に
は
多
く
の
規
制
を
必
要
と
し
た

が
、
二
十
四
年
十
一
月
に
至
っ
て
そ
れ
に
要
す
る
諸
規
則
の
発
布
が
完

了
し
た
の
で
、
埼
玉
県
で
は
明
治
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

明
治
二
十
六
年
一
月
一
日
、
校
名
を
改
め
て
「
宗
岡
尋
常
小
学
校
」

と
称
し
、
三
学
級
以
上
の
学
校
に
学
校
長
を
置
く
と
い
う
県
の
規
則
に

明治 27 年 4 月 1 日、 宗岡村中央 （現在地） に出来た宗岡
尋常小学校 （むぎわら屋根）、 明治 43 年新築３教室 （トタン
屋根） の一部が見える。
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従
っ
て
は
じ
め
て
学
校
長
を
置
い
た
。

　

２
。
校
舎
新
築

　

明
治
七
年
に
宗
岡
学
校
が
創
設
さ
れ
た
当
時
か
ら
村
民
の
中
に
は
校
舎
新

築
の
希
望
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
種
々
の
障
害
が
あ
っ
て
こ
れ
を
果
さ
ず
、
止

む
を
得
ず
寺
院
等
を
使
用
し
て
来
た
。
創
立
以
来
二
十
年
を
へ
て
、
就
学
者
も

年
と
共
に
増
加
し
、
こ
れ
に
応
ず
る
建
築
物
が
な
い
た
め
、
さ
し
て
広
く
も
な

い
村
内
に
二
校
を
設
け
る
と
い
う
不
便
を
き
た
し
た
。

　

明
治
二
十
六
年
十
月
、
時
の
村
長
荻
島
保
蔵
氏
等
鋭
意
校
舎
新
築
を
計
画
、

村
民
一
般
か
ら
寄
附
金
を
募
っ
た
。
村
の
ほ
ぼ
中
央
で
あ
る
字
五
位
戸
三
五
三

〇
番
地
ほ
か
七
筆
、
１
３
２
０
坪
の
地
を
、
所
有
者
内
田
卯
之
助
氏
（
現
「
内

田
倉
庫
」
先
代
の
内
田
太
郎
氏
の
祖
父
に
当
る
）
提
供
を
得
て
新
築
に
決
定
し
た
。

　

学
務
委
員
で
あ
っ
た
金
子
直
蔵
氏
を
建
築
委
員
長
と
し
て
、
明
治
二
十
七
年

一
月
工
を
起
し
、
そ
の
三
月
建
坪
九
十
坪
の
新
校
舎
が
落
成
し
た
。
工
費
金
壱

千
弐
百
余
円
を
要
し
、
四
月
一
日
を
も
っ
て
移
転
し
て
開
校
式
を
挙
行
し
た
。

こ
れ
に
伴
っ
て
分
校
は
廃
止
さ
れ
た
。

　

∧
樟
樹
∨
の
こ
と

　

宗
岡
小
学
校
の
校
庭
に
繁
茂
し
、
校
章
に
用
い
ら
れ
た
校
歌
に
も
う
た

わ
れ
て
い
る
樟
樹
は
、
明
治
三
十
二
年
に
皇
太
子
嘉
仁
親
王
（
後
の
大
正
天

皇
）
と
、
公
爵
九
条
道
隆
の
第
四
女
節
子
姫
と
の
ご
婚
約
が
成
立
し
た
の

を
記
念
し
て
、
油
井
校
長
が
校
庭
の
一
隅
に
苗
床
を
作
っ
て
、
児
童
と
共

に
種
子
を
蒔
き
苗
木
を
育
て
、
ご
成
婚
式
の
行
な
わ
れ
た
明
治
三
十
三
年

五
月
に
校
庭
の
南
の
端
に
列
植
さ
れ
た
。
当
時
の
校
庭
は
こ
の
樟
樹
の
処

ま
で
で
、
県
道
と
の
間
に
細
長
い
田
が
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
西
の
方
へ
並

ん
で
五
十
本
位
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
昭
和
二
年
に
校
地
を
拡
張
し
た
時
、

他
へ
移
植
し
た
り
、
拡
張
工
事
に
働
い
た
村
民
に
分
与
さ
れ
た
り
し
た
。

　

こ
の
樟
樹
の
種
子
を
ど
こ
で
入
手
し
た
か
に
つ
い
て
、
細
田
八
左
工
門

さ
ん
の
話
に
よ
れ
ば
、
油
井
校
長
が
九
州
か
ら
取
り
寄
せ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
一
方
金
子
俊
一
氏
が
母
堂
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
宮
城
拝
観

に
行
っ
て
御
苑
か
ら
拾
っ
て
来
た
も
の
だ
と
の
こ
と
で
、
残
念
乍
ら
は
っ

き
り
し
な
い
。

昭和 4 年 12 月 26 日、 宗岡尋常小学校が県下に誇るモ
ダン校舎として完成した。

宗岡小学校のシンボル 樟の木
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卒
業
生
の
思
出
か
ら

　
　

く
す
の
木

　
　

昭
和
53
年
度
卒
業　

柏
木 

恭
一

　

校
歌
の
中
に
出
て
く
る
よ
う
に
、
く
す
の
木
は
宗
岡
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
ま
す
。

　

僕
が
小
学
二
年
生
の
と
き
、
宗
岡
小
学
校
は
ち
ょ
う
ど
百
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
時

先
生
か
ら
「
運
動
場
の
く
す
の
木
も
百
歳
に
な
っ
た
ん
だ
よ
。」
と
言
わ
れ
、
幼
心
に
百
年
も
前
の
頃
を

想
像
し
て
は
、
自
分
が
知
ら
な
い
明
治
の
時
代
を
く
す
の
木
は
見
て
い
る
ん
だ
な
と
思
う
と
、
た
だ
す
ご

い
な
あ
と
感
じ
た
当
時
の
事
を
思
い
出
し
ま
す
。（
も
っ
と
も
創
立
以
来
植
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
ら

し
い
で
す
が
！
）
幸
い
に
も
、
い
つ
も
く
す
の
木
の
見
え
る
所
に
住
ん
で
い
る
僕
は
、
日
々
く
す
の
木
を

感
じ
る
事
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
毎
日
毎
日
く
す
の
木
を
眺
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
で
も
年
に
何
度
か
く
す
の
木
の
新
緑
に
ほ
っ
と
し
、
冬
に
は
感
慨
を
覚
え
ま
す
。
そ
れ
は
ま
る
で
旧
知

の
友
の
よ
う
な
も
の
で
、
普
段
は
つ
き
あ
い
が
な
く
と
も
、
そ
の
存
在
自
体
が
心
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ

る
、
そ
ん
な
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
子
供
達
が
巣
立
っ
て
行
く

で
し
ょ
う
が
、
百
五
十
歳
、
二
百
歳
に
な
っ
て
も
、
く
す
の
木
が
そ
ん
な
存
在
で
い
ら
れ
る
学
校
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

宗
岡
小
学
校
百
年
祭
に
寄
せ
て

　
　
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）
抜
井
弥
太
郎

　

私
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
皆
様
方
に
お
世
話
に
な
り
、
は
や
四
年
目
を
迎
え
、
は
か
ら
ず
も
宗
岡
小
学

校
の
創
立
百
年
記
念
事
業
の
実
行
委
員
と
し
て
、
後
世
に
残
る
こ
の
意
義
あ
る
事
業
に
参
加
で
き
ま
し
た

こ
と
、
ま
た
母
校
で
あ
り
想
い
出
多
い
小
学
校
時
代
を
し
の
び
、
山
口
新
太
郎
校
長
や
大
沢
菊
二
校
長
先

生
を
思
い
だ
し
ま
す
。

　

百
年
と
い
う
長
い
間
、
多
く
の
人
達
の
教
育
に
対
す
る
情
熱
と
深
い
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
ひ
た
す
ら

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
と
教
育
の
向
上
に
日
夜
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
を
初
め
、
卒
業
生
の
皆
様
方
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
長
い
間
、
学
校
の
う
つ
り
変
わ
り
を
見
つ
づ
け
て
、
大
地
に
し

っ
か
と
根
を
張
っ
た
大
き
な
楠
の
木
・
木
造
校
舎
も
や
が
て
取
り
こ
わ

さ
れ
る
と
、
残
る
の
は
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
と
こ
の
楠
の
木
だ
け
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
立
派
に
な
っ
た
新
校
舎
や
体
育
館
に
喜
び
な
が
ら

も
、
な
つ
か
し
い
想
い
出
の
校
舎
が
な
く
な
る
こ
と
に
、
時
の
流
れ
を

感
じ
る
今
日
で
あ
り
ま
す
。

二宮金次郎像
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二
宮
金
次
郎
の
銅
像
は
、
昭
和
十
九
年
に
尋
常
高
等
小
学
校
在
学
中
の
志
村
光
昭
君
（
現
宗
岡
二
小
Ｒ

Ｔ
Ａ
会
長
）
と
小
日
向
岩
男
君
と
内
田
誠
一
先
生
に
私
と
一
緒
に
成
増
の
林
コ
ン
ク
リ
ー
ト
店
よ
り
、
大

八
車
に
乗
せ
て
運
ん
で
き
た
の
も
私
の
忘
れ
ら
れ
ぬ
想
い
出
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　

木
造
校
舎
を
取
り
こ
わ
し
て
も
、
ど
こ
か
良
い
場
所
に
移
し
て
保
存
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
関
係

者
の
一
人
で
す
。

　

百
年
祭
の
事
業
と
し
て
植
樹
の
計
画
も
あ
り
、
緑
の
多
い
学
校
に
移
り
変
わ
る
日
も
そ
う
遠
い
日
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
の
拡
張
改
増
築
に
よ
り
、
き
り
取
ら
れ
た
、
も
と
校
庭
の
す
み
に
あ
っ
た
桜
の
木
も
春
と
も
な
れ

ば
満
開
と
な
り
私
達
を
楽
し
ま
せ
た
も
の
で
あ
り
、
秋
と
も
な
れ
ば
い
ち
ょ
う
の
葉
が
黄
色
く
校
庭
一
面

に
落
ち
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
で
は
つ
つ
じ
が
Ｒ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
方
の
環
境
整
備
作
業
の
成
果
に
よ
り
、
五
月
と
も
な
れ
ば
校
庭
一
ぱ

い
の
花
を
咲
か
せ
る
の
が
き
れ
い
で
す
。
や
が
て
、
百
年
祭
植
樹
が
成
長
し
て
お
ち
つ
い
た
緑
の
多
い
学

校
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
今
後
と
も
私
達
Ｒ
Ｔ
Ａ
も
事
業
が
事
業
活
動
を
通
じ
て
よ
り
良
い
環
境
作
り
の
た
め

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

開
校
百
年
に
あ
た
っ
て

　
　
（
昭
和
二
八
卒
）
穂
坂
邦
夫

　

私
が
母
校
宗
岡
小
学
校
を
卒
業
し
て
す
で
に
、
二
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

当
時
の
宗
岡
は
、
純
農
村
地
帯
で
あ
り
、
学
校
周
辺
は
一
面
が
「
田
ん
ぼ
」
で
春
先
と
も
な
り
ま
す
と

緑
一
色
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
は
小
学
校
、
中
学
校
が
現
在
地
に
同
居
し
て
お
り
、
し
ば
ら
く
の
間
は
運
動
会
、
学
芸
会
等
小

学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
一
緒
に
行
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
学
年
の
ク
ラ
ス
数
も
二
ク
ラ
ス
程
度
で
し
た
。
で
す
か
ら
全
校
の
生
徒
も
「
○
年
○
組
の
○
○
さ
ん

は
ど
こ
の
家
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
ま
で
知
っ
て
お
り
、
同
級
生
と
も
な
り
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど
が
苗
字

な
ど
使
わ
ず
名
前
で
呼
び
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

校
庭
に
は
桜
の
木
が
大
き
な
枝
振
り
を
見
せ
て
お
り
、
敷
地
は
か
き
根
で
囲
ま
れ
、
そ
の
周
り
を
よ
く

草
む
し
り
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
給
食
な
ど
と
い
う
物
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
持
参
の
お
弁
当
を
開
く
か
、
コ
ッ
ペ
パ
ン
に
ジ
ャ

ム
を
つ
け
た
も
の
が
最
高
の
昼
食
で
し
た
。

　

家
が
近
い
生
徒
は
よ
く
家
ま
で
昼
食
に
帰
っ
た
も
の
で
す
。
又
、
農
繁
期
に
な
り
ま
す
と
、
上
級
生
に
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は
農
繁
休
み
が
あ
り
、
そ
の
間
、
子
守
り
や
家
の
農
作
業
の
手
助
け
を
し
た
よ
う
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
宗
小
は
、
そ
の
校
内
外
に
わ
た
っ
て
、
著
し
い
環
境
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
が
、
宗
小
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
言
う
べ
き
「
く
す
の
木
」
は
現
在
も
、
当
時
の
原
型
を
と
ど
め
て
お
り
ま
す
。

　

日
記
に
よ
り
ま
す
と
「
く
す
の
木
は
私
達
の
生
活
の
す
べ
て
を
じ
っ
と
見
守
っ
て
く
れ
る
父
で
あ
り
、

校
庭
の
桜
の
木
は
卒
業
、
入
学
の
時
期
に
な
る
と
、
き
れ
い
に
お
化
粧
を
し
、
ニ
コ
ニ
コ
と
お
く
り
む
か

え
て
く
れ
る
母
で
し
た
。」
と
い
う
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の「
く
す
の
木
」は
宗
岡
百
年
の
大
発
展
の
今
日
を
ど
ん
な
感
慨
を
も
っ
て
む
か
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
国
家
百
年
の
礎
は
教
育
に
有
り
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
宗
小
の
歴
史
は
、
教
育
倫
理
や
教
育
環
境
の
う

え
に
、
大
き
な
変
革
と
変
容
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
の
開
校
百
年
と
、
あ
の
「
く
す
の
木
」
を
見
る
と

き
に
、「
大
地
に
ど
っ
し
り
と
足
を
つ
け
、
風
雪
に
耐
え
、
動
じ
る
こ
と
な
く
、
高
い
識
見
に
立
っ
て
の

人
づ
く
り
」
を
堂
々
と
一
世
紀
の
間
行
な
っ
て
き
た
。

　

我
が
母
校
を
誇
る
と
共
に
母
校
を
生
ん
だ
先
人
の
御
苦
労
を
、
感
慨
を
新
た
に
し
て
、
想
い
起
こ
さ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
先
人
の
汗
の
結
晶
と
も
言
う
べ
き
宗
岡
小
学
校
の
灯
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
尚
一
層
の
豊
か
な
教

育
環
境
作
り
に
努
力
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
拙
文
を
閉
じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
志
木
市
議
会
議
員
）

　
　
「
開
校
百
年
を
記
念
し
、
私
の
思
い
出
」
か
ら

　
　
（
大
正
二
卒
）
浪
川
七
五
郎

　

当
時
の
宗
岡
小
学
校
は
大
変
粗
末
な
校
舎
で
、
木
造
の
平
家
建
は
良
い
と
し
て
、
屋
根
は
麦
藁
葺
、
窓

は
全
部
紙
張
り
障
子
で
、
教
室
の
数
も
少
な
か
っ
た
。

　

私
達
生
徒
は
、
学
校
に
な
れ
て
き
た
頃
、
こ
ん
な
悪
口
を
い
わ
れ
た
。「
宗
岡
学
校
ぼ
ろ
学
校
、
麦
わ

ら
屋
根
に
障
子
窓
、
志
木
の
学
校
い
い
学
校
、
上
が
っ
て
見
た
ら
ぼ
ろ
学
校
。」
と
大
き
な
声
で
い
っ
て

や
っ
た
事
が
あ
る
。
事
実
、
生
徒
の
質
は
素
直
で
純
真
な
子
ば
か
り
で
悪
い
人
は
居
な
い
。
小
さ
な
物
を

落
と
し
て
も
必
ず
先
生
を
通
じ
て
手
元
に
戻
っ
て
来
る
の
で
し
た
。

　

又
、
校
長
先
生
は
公
私
共
に
大
変
評
判
の
良
い
方
で
、
信
望
の
厚
い
立
派
な
先
生
で
子
ど
も
心
に
も
誇

り
に
思
い
ま
し
た
。
担
任
の
市
之
瀬
先
生
は
、
厳
し
い
中
に
も
大
変
面
倒
見
の
良
い
方
で
、
こ
と
の
外
私

は
ご
指
導
を
戴
き
ま
し
た
。
私
が
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
も
長
く
ご
交
際
を
戴
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
他

特
に
思
い
出
の
深
い
先
生
で
は
、
羽
根
倉
に
住
む
関
根
先
生
で
、
年
の
若
い
青
年
、
と
て
も
明
朗
な
方
で

祭
囃
子
が
大
好
き
で
、
祭
が
近
づ
く
頃
に
な
る
と
学
校
の
勤
務
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
浅
間
神
社
に
飛
ん

で
行
き
囃
子
に
夢
中
で
し
た
。
私
も
先
生
と
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
流
し
な
が
ら
良
く
囃
子
の
太
鼓
を
叩
い

た
こ
と
は
楽
し
い
想
い
出
の
一
つ
で
す
。
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「
学
校
生
活
の
芽
ば
え
」
か
ら

　
　
（
大
正
六
卒
）
内
田
敬
八

　

当
時
は
尋
常
科
六
年
、
高
等
科
二
年
の
八
年
制
。
私
は
、
そ
の
八
年
を
こ
の
学
校
で
過
し
た
訳
で
あ
る
。

古
風
で
有
名
だ
っ
た
鍵
型
の
藁
屋
根
校
舎
と
、
継
ぎ
足
し
た
ト
タ
ン
葺
き
校
舎
の
計
八
教
室
で
、
校
舎
の

曲
り
角
の
北
に
面
し
て
、
小
使
室
、
西
に
間
仕
切
り
取
り
払
い
自
由
の
三
教
室
、
こ
れ
が
講
堂
代
り
で
卒

業
式
や
学
芸
会
等
、
挙
式
の
場
と
な
っ
た
。
東
に
宿
直
室
の
中
庭
に
金
木
精
が
植
え
ら
れ
、
秋
に
は
芳
香

を
放
っ
て
い
た
。
更
に
廊
下
を
隔
て
て
教
員
室
、
藁
屋
の
一
教
室
か
ら
昇
降
口
を
隔
て
て
四
教
室
が
並
ん

で
い
た
。

　

私
は
高
等
科
に
進
み
育
つ
の
を
待
っ
て
浦
中
へ
進
ん
だ
。
当
時
は
進
学
も
呑
気
な
も
の
で
受
験
準
備
で

も
な
く
、
問
題
集
等
お
め
に
か
か
ら
な
か
っ
た
。
受
験
も
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
何
と
な
し
に
別
れ
難
く
学
校

を
懐
し
ん
で
い
る
と
、
ふ
と
後
ろ
に
校
長
が
立
っ
て
居
て
「
ど
う
だ
っ
た
」
と
お
尋
ね
に
な
っ
た
。

　
　
「
開
校
百
年
に
想
う
」
か
ら

　
　
（
昭
二
〇
卒
）
細
田
喜
八
郎

　

校
庭
に
は
樟
と
な
ら
ん
で
、
桜
の
木
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
文
字
通
り
桜
花
爛
漫
の
頃
、
父
に
手
を
ひ
か

れ
て
入
学
式
に
登
校
し
た
の
を
想
い
出
す
。

　

二
年
生
の
時
、
第
二
次
大
戦
が
始
ま
り
、
六
年
生
で
終
戦
を
迎
え
、
小
学
校
の
過
程
は
戦
中
教
育
で
あ

っ
た
。
低
学
年
は
軍
歌
を
う
た
い
、
戦
勝
ム
ー
ド
、
高
学
年
は
空
襲
と
サ
イ
レ
ン
の
中
で
食
料
増
産
の
一

環
と
し
て
、
甘
薯
、
馬
鈴
薯
を
作
り
、
学
校
で
食
べ
た
り
、
農
家
の
水
田
を
借
り
稲
作
も
や
り
、
大
勢
の

児
童
が
ワ
イ
ワ
イ
そ
れ
は
賑
や
か
な
農
作
業
で
あ
っ
た
。

　

通
学
に
は
、
夏
は
は
だ
し
、
冬
は
わ
ら
草
履
で
、
ズ
ッ
ク
、
ゴ
ム
長
靴
は
買
い
た
く
も
な
し
と
い
う
時

代
、
習
字
も
練
習
は
新
聞
紙
が
黒
く
な
る
ま
で
書
き
、
清
書
の
み
白
い
半
紙
に
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

資　

料

「
開
校
百
年
記
念
誌
」
昭
和
四
十
九
年
（
百
年
記
念
実
行
委
員
会
編
集
）

「
開
校
百
二
十
年
記
念
誌
」『
く
す
の
木
』　

１
９
９
４
年
発
行
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河
越
重
頼
の
光
と
影　
鎌
倉
幕
府
設
立
に
向
け
て

　

治じ
し
ょ
う承
・
寿じ
ゅ
え
い永
の
乱

　

平
安
時
代
の
末
期
、
治
承
四
年
（
１
１
８
０
）
か
ら
元
暦
二
年
（
１
１
８
５
）
に
か
け
て
、
大
規
模
な

内
乱
が
勃
発
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
都
の
貴
族
は
、
も
は
や
武
士
に
頼
ら
ね
ば
、
自
分
た
ち
の
政
争
さ
え
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
ま
た
天
皇
家
も
、
武
士
な
し
に
は
政
治
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
武
士
た
ち
の
中
に
も
、

平
清
盛
を
頂
点
と
す
る
平
家
の
独
裁
を
批
判
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
察
知
し
た
後
白
河
天

皇
の
第
三
皇
子
、
以も
ち
ひ
と
お
う

仁
王
（
１
１
５
１
〜
１
１
８
０
）
の
呼
び
掛
け
に
よ
っ
て
、
各
地
に
潜
む
源
氏
の
武

士
団
が
一
斉
に
立
ち
上
が
っ
た
。

　

源
義
朝
の
遺
児
・
頼
朝
も
そ
れ
に
呼
応
し
た
一
人
で
あ
る
。
彼
は
相
模
・
伊
豆
・
武
蔵
の
武
士
団
と
と

も
に
旗
を
揚
げ
、
治
承
四
年
の
八
月
二
十
三
日
、
相
模
国
石
橋
山
に
お
い
て
平
家
方
の
武
士
、
大
庭
景
親

ら
と
交
戦
し
た
。
大
庭
氏
は
坂
東
八
平
氏
の
一
族
、
鎌
倉
氏
の
流
れ
を
汲
む
武
家
で
、
平
治
の
乱
後
は
平

家
の
忠
実
な
家
人
と
な
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
戦
い
で
、
頼
朝
軍
は
大
庭
氏
に
撃
破
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
敗
走
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
源
頼
朝
は
山
中
に
逃
げ
込
み
、
船
で
安
房
国
へ
落
ち
延
び
た

の
で
あ
っ
た
。

　

源
氏
の
惣
領
、
源
頼
朝
の
驚
く
べ
き
再
起
行
始
ま
る
・
・
・

　

破
れ
た
頼
朝
は
八
月
二
十
八
日
真
鶴
岬
を
出
帆
、
海
路
で
安
房
国
に
移
動
し
、
相
模
三
浦
半
島
の
豪

族
、
三
浦
氏
と
合
流
し
た
。
九
月
に
は
、
安
房
の
在ざ
い
ち
ょ
う
か
ん
じ
ん

庁
官
人
（
国
衙
行
政
に
従
事
し
た
地
方
官
僚
）
を
は
じ

め
房
総
の
上
総
広
常
、
千
葉
常
胤
、
武
蔵
の
足
立
遠
元
ら
の
諸
豪
族
を
傘
下
に
加
え
な
が
ら
急
速
に
大
き

な
勢
力
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
勢
力
の
大
部
分
は
、
坂
東
一
帯
に
勢
力
を
は
る
平
氏
系
武
士
で
あ
り
、
在
ざ
い
ち
り
ょ
う
し
ゅ
地

領
主
（
荘
園
公
領
制
の
下
で
在
地
∧
現
地
∨
で
農
民
・
漁
民
ら
を
支
配
す
る
領
主
）
で
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
が
、
当
時
、
坂
東
の
在
地
豪
族
間
の
争
い
は
激
し
く
、
特
に
親
平
氏
勢
力
、
そ
し
て
新
た
に
知
ち
ぎ
ょ

う
こ
く
行
国
主
（
貴
族
・
寺
社
・
武
家
が
特
定
の
国
の
知
行
権
∧
国
務
権
・
吏
務
と
も
い
う
∨
を
獲
得
し

た
制
度
で
、
権
利
を
得
た
有
力
貴
族
・
有
力
寺
社
）
と
な
っ
た
平
氏
が
支
配
し
て
い
た
国
衙
に
も
圧
迫
さ

れ
て
い
た
千
葉
氏
、
上
総
氏
な
ど
は
、
こ
の
挙
兵
を
自
勢
力
回
復
の
好
機
と
捉
え
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
都

か
ら
遠
く
離
れ
た
地
に
あ
っ
て
、
豪
族
達
は
自
力
で
所
領
を
守
る
し
か
な
く
、
そ
の
不
安
定
な
状
態
か
ら
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抜
け
出
し
た
い
と
い
う
要
求
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

治
承
四
年
源
頼
朝
隅
田
川
で
旗
上
勢
揃
い

　

十
月
は
じ
め
、
源
頼
朝
は
隅
田
川
を
渡
河
し
て
鎌
倉
に
南
下
す
る
。
そ
の
折

り
の
こ
と
、
河
越
館
（
現
・
川
越
市
）
の
主
で
あ
り
、
武
蔵
国
で
も
っ
と
も
有
力

だ
っ
た
河
越
重
頼
を
説
き
伏
せ
た
。
同
族
の
江
戸
重
長
（
江
戸
館
の
主
）
も
一
転

し
て
頼
朝
に
帰
伏
し
た
。

　

か
つ
て
は
源
氏
に
刃
向
か
っ
て
い
た
秩
父
氏
一
党
の
畠
山
重
忠
も
一
転
し
て

頼
朝
に
帰
伏
し
た
。『
源
平
盛
衰
記
』
に
よ
る
と
、
重
忠
は
先
祖
の
平
武
綱
が
八

幡
太
郎
義
家
（
源
義
家
）
よ
り
賜
っ
た
白
旗
を
も
っ
て
長
井
渡
し
に
帰
参
、
頼
朝

を
喜
ば
せ
た
と
い
う
。

　

現
在
隅
田
川
の
右
岸
、
白
鬚
橋
に
近
い
「
石
浜
神
社
」
の
辺
り
と
想
像
さ
れ
、

多
く
の
武
将
が
頼
朝
の
宿
舎
で
合
流
し
、
十
月
二
日
つ
い
に
三
万
騎
の
頼
朝
軍

が
隅
田
川
を
渡
っ
て
進
軍
武
蔵
国
に
向
か
っ
た
が
、
隅
田
宿
で
も
多
く
の
豪
族

の
参
陣
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の
浮
世
絵
師
、歌
川
芳
藤
（
一
鵬
斎
と
号
し
た
）
の
大
判
三
枚
続
き
の
絵
、「
治

承
四
年
源
頼
朝
隅
田
川
旗
上
着
到
勢
揃
之
図
」
に
は
、
こ
の
情
景
が
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

重
忠
ら
は
先
陣
を
命
じ
ら
れ
て
相
模
国
へ
進
軍
し
た
と
い
わ
れ
、
頼
朝
の
大
軍
は
抵
抗
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
同
月
六
日
、
先
祖
所
縁
の
地
と
し
て
、
か
つ
て
父
義
朝
が
居
住
し
て
い
た
相
模
国
鎌
倉
に
入
っ
て
、

つ
い
に
こ
こ
を
本
拠
地
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
源
頼
朝
の
再
起
行

　

こ
の
こ
ろ
武
蔵
国
に
は
群
雄
が
割
拠
し
て
い
て
、
頼
朝
が
鎌
倉

に
向
か
う
再
起
行
は
、
緻
密
な
計
画
の
な
す
業
と
は
思
え
な
い
。

大
き
な
運
命
の
力
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

八
月
十
七
日
、
挙
兵
し
た
頼
朝
は
、
ま
ず
伊
豆
目
代
の
山
木
兼

隆
の
館
を
襲
う
。
二
十
六
日
に
は
、
河
越
重
頼
が
、
同
族
の
江
戸
重

長
と
共
に
数
千
騎
の
武
士
団
を
率
い
て
畠
山
重
忠
軍
と
合
流
、
三

浦
氏
の
本
拠
地
だ
っ
た
衣
笠
城
を
攻
撃
す
る
。

　

鎌
倉
に
入
っ
た
の
ち
、
十
月
十
四
日
に
は
駿
河
国
に
侵
攻
し
、
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富
士
山
麓
で
、
つ
づ
い
て
駿
河
国
富
士
川
で
、
頼
朝
軍
は
平
維
盛
と
戦
っ
た
。

　

秩
父
氏
一
族
だ
っ
た
河
越
氏
は
荘し
ょ
う
え
ん園を
ひ
ら
く

垣
武
平
氏
の
流
れ
を
く
む
秩
父
氏
一
族
は
、地
方
豪
族
と
し
て
勢
力
を
誇
り
、畠
山
氏
、河
越
氏
、豊
島
氏
、

江
戸
氏
な
ど
を
派
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
畠
山
郷
（
現
在
は
埼
玉
県
深
谷
あ
た
り
）、
入
間
郡
（
現
在
の
川
越
市
あ

た
り
）
を
治
め
、
豊
嶋
郡
（
現
在
は
埼
玉
県
の
南
部
か
ら
豊
島
区
に
か
け
て
）、
江
戸
郷
を
治
め
、
荒
川
、
入

間
川
に
沿
っ
て
活
動
し
た
。

　

群
雄
が
割
拠
し
て
い
た
武
蔵
国

　

河
越
氏
が
、
現
・
川
越
市
上
戸
の
台
地
に
荘
園
（
奈
良
時
代
に
律
令
制
下
で
農
地
の
増
加
を
図
る
た
め
に

認
め
た
こ
と
に
始
ま
る
私
有
地
）
を
ひ
ら
い
た
の
は
、
永
暦
元
年
（
１
１
６
０
）
の
こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
保
元
の
乱
で
は
、
源
義
朝
に
従
っ
て
上
洛
し
た
。

　

保
元
元
年
（
１
１
５
６
）
七
月
、河
越
重
頼
は
弟
の
師
岡
重
経
と
と
も
に
源
義
朝
の
陣
営
に
加
わ
り
、『
保

元
物
語
』
で
は
河
越
・
師
岡
を
「
高
家
」
と
称
し
て
い
る
。
高
こ
う
け
家
と
は
、
格
式
の
高
い
、
権
勢
の

あ
る
家
柄
を
も
つ
由
緒
正
し
い
家
、
名
門
の
こ
と
で
あ
る
。

　

平
治
元
年
（
１
１
５
９
）
十
二
月
、
平
治
の
乱
で
義
朝

が
滅
び
た
の
ち
は
平
家
に
従
い
、
平
家
を
介
し
て
所
領

を
後
白
河
上
皇
に
寄
進
し
て
新
日
吉
社
（
現
新
日
吉
神
宮
）

領
と
し
て
河
越
荘
が
立
荘
さ
れ
た
。
す
で
に
本
紙
前
号
で

述
べ
た
通
り
で
あ
っ
て
、
本
家
（
宗
家
と
も
い
い
、
土
地

の
所
有
者
）
を
新
日
吉
社
、
本ほ
ん
じ
ょ所

（
実
効
支
配
権
を
も
つ
も

の
）
を
後
白
河
院
と
し
、
河
越
氏
は
そ
の
荘し
ょ
う
か
ん官（

荘
園
の

管
理
を
委
ね
ら
れ
た
も
の
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

河
越
重
頼
は
何
故
源
氏
の
惣
領
を
援
護
し
た
の
か
・・・

　

源
義
朝
の
子
源
頼
朝
は
、
平
治
の
乱
後
の
永
暦
元
年
、

東
国
伊
豆
に
流
罪
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
乳
母
比

ひ
き
の
あ
ま
企
尼
は
頼
朝
を
援
助
す
る
た
め
に
武
蔵
国
に
下
向
し
た
。
河
越
重
頼
は
比
企
尼
の
次
女
（
河

越
尼
）
を
妻
に
迎
え
た
の
で
、
以
後
二
十
年
余
り
に
わ
た
っ
て
頼
朝
と
近
し
い
縁
故
が
生
じ
た
の
で
、
平

家
に
従
い
な
が
ら
も
源
氏
と
深
い
繋
が
り
を
も
つ
こ
と
に
な
る
（『
吾
妻
鏡
』
寿
永
元
年
十
月
十
七
日
条
）。
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比
企
尼
は
、
武
蔵
国
比
企
郡
の
代だ
い
か
ん官

（
所
領
の
政
務
を
代
行
す
る
職
）
を
務
め
た
、
比ひ
き
か
も
ん
の
じ
ょ
う

企
掃
部
允
の
妻

で
、
三
人
の
娘
は
、
源
頼
朝
に
近
し
い
人
々
に
嫁
ぎ
、
嫡
女
が
再
嫁
し
た
相
手
の
安
達
盛
長
は
頼
朝
の
側

近
と
な
り
、
次
女
は
武
蔵
国
の
有
力
な
豪
族
河
越
重
頼
、
三
女
は
伊
豆
国
の
豪
族
伊
東
祐
清
に
嫁
い
で
い

る
。
比
企
尼
は
比
企
郡
か
ら
頼
朝
に
米
を
送
り
続
け
、
三
人
の
娘
婿
に
も
頼
朝
へ
の
奉
仕
を
命
じ
て
い
た

と
い
う
。
長
女
と
次
女
の
娘
は
そ
れ
ぞ
れ
頼
朝
の
異
母
弟
・
源
範
頼
、
源
義
経
に
嫁
い
だ
が
、
男
子
に
恵

ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
比
企
氏
の
家
督
は
甥
の
比
企
能
員
に
跡
を
継
が
せ
て
い
る
。
後
に
能
員
が
頼
朝
の

嫡
男
・
頼
家
の
乳
母
父
と
な
っ
て
権
勢
を
握
っ
た
の
は
、
こ
の
尼
の
存
在
に
お
け
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ

た
よ
う
だ
。
尼
の
次
女
と
三
女
も
頼
家
の
乳
母
と
な
っ
て
い
る
。

　
武
家
政
治
の
成
立
に
向
っ
て
・
・
・

　

河
越
氏
の
不
滅
の
貢
献

河
越
重
頼
は
畠
山
重
忠
な
ど
と
と
も
に
、
平
氏
と
し
て
、
治
承
四
年
（
１
１
８
０
）
八
月
に
は
三
浦
氏
が

拠
る
相
模
衣
笠
城
を
攻
略
し
た
が
、
十
月
に
は
、「
長
井
の
渡
し
」
で
頼
朝
に
降
伏
し
て
そ
の
配
下
に
入

る
と
い
う
平
家
か
ら
源
氏
へ
と
変
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
安
房
国
で
再
起
し
た
源

頼
朝
が
隅
田
川
を
渡
り
、
鎌
倉
へ
と
向
か
う
途
上
の
こ
と
で
あ
り
、
河
越
重
頼
の
行
動
は
、
武
家
政
治
へ

の
歴
史
的
な
キ
ー
・
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
河
越
重
頼
は
娘
を
源
義
経
に
嫁
が
せ
る
・
・
・

　

重
頼
は
武
蔵
国
留
守
所
総
検
校
職
の
地
位
を
得
、
武
蔵
国
入
間
郡
「
河
越
館
」
の
武
将
と
し
て
勢
力
を

伸
ば
し
た
が
、
源
頼
朝
の
命
令
に
よ
っ
て
、
元
暦
元
年
（
１
１
８
４
）、
自
ら
の
娘
を
上
洛
さ
せ
、
弟
に

当
る
義
経
に
嫁
が
せ
た
。
頼
朝
は
鎌
倉
八
幡
宮
の
社
前
で
、
自
ら
が
仲
人
と
な
っ
て
婚
礼
を
擧
げ
た
が
、

義
経
本
人
は
知
ら
ず
、
西
国
に
在
っ
て
不
在
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
重
頼
親
子
の
悲
劇
の
始
ま
り
と
も
な

っ
た
。

　

義
経
の
正
室
と
な
っ
た
女
性
の
名
前
は
、
伝
承
で
は
郷さ
と
ご
ぜ
ん

御
前
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
故
郷
で
あ
る
河
越

（
川
越
市
）
で
は
、
京
に
嫁
い
だ
姫
で
あ
る
事
か
ら
京き
ょ
う
ひ
め姫と

呼
ば
れ
、
ま
た
終
焉
の
地
で
あ
る
平
泉
で
は
、

貴
人
の
妻
の
敬
称
で
あ
る
北
き
た
の
方
か
た
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

河
越
重
頼
父
子
は
戦
う

　

同
年
の
一
月
、
河
越
重
頼
、
重
房
ら
は
、
源
義
経
軍
に
つ
き
、
義
仲
軍
を
破
る
。
重
頼
の
嫡
男
重
房

は
、
義
経
の
側
近
と
し
て
『
平
家
物
語
』
に
も
そ
の
活
躍
が
描
か
れ
て
い
る
。
院
の
御
所
六
条
殿
を
警
護
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し
、
二
月
、
河
越
重
頼
、
重
房
ら
は
義
経
に
従
っ
て
平
家
を
追
討
し
、
一
の
谷
で
平
家
を
破
る
。
五
月
、

源
頼
朝
は
、
義
仲
の
子
志
水
義
高
の
残
党
討
伐
の
た
め
、
河
越
重
頼
ら
を
信
濃
に
派
遣
し
た
。

　

し
か
し
頼
朝
に
誅
殺
さ
れ
る

　

そ
の
後
頼
朝
と
義
経
が
対
立
す
る
と
、
事
態
は
一
変
、
義
経
の
縁
戚
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
重
頼
・

重
房
父
子
は
誅
殺
さ
れ
、
武
蔵
国
留
守
所
総
検
校
職
の
地
位
も
重
能
の
子
畠
山
重
忠
に
奪
わ
れ
た
。　

　

文
治
元
年
（
１
１
８
５
）
十
一
月
、
河
越
重
頼
の
領
地
は
没
収
さ
れ
、
同
三
年
二
月
、
義
経
は
妻
で
あ

っ
た
重
頼
の
娘
、
子
ら
を
伴
い
、
奥
州
平
泉
藤
原
秀
衡
の
許
に
向
か
う
。
重
頼
、
重
房
が
誅
さ
れ
た
の
は
、

そ
の
年
十
月
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

文
治
五
年
（
１
１
８
９
）
四
月
、藤
原
泰や
す
ひ
ら衡

は
、奥
州
衣
川
館
に
義
経
を
襲
撃
す
る
。
義
経
（
三
十
一
才
）

は
、
妻
（
二
十
二
）、
子
（
四
才
）
と
と
も
に
自
害
し
た
。

　

そ
の
後
の
河
越
氏
は
・
・
・

　

一
時
期
衰
退
は
し
た
も
の
の
、
河
越
荘
の
所
領
は
そ
の
子
孫
が
代
々
継
承
し
、
重
頼
の
三
男
・
重
し
げ

か
ず
員
の
頃（
１
２
２
０
年
代
）か
ら
再
び
有
力
な
武
士
と
し
て
の
立
場
を
確
立
し
、繁
栄
に
転
ず
る
。ま
た
、

河
越
氏
は
、
嘉
禄
二
年
（
１
２
２
６
）
に
は
鎌
倉
幕
府
か
ら
武
蔵
国
国
守
の
代
理
と
い
う
重
要
な
役
職
を

与
え
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
末
ま
で
豪
族
と
し
て
勢
力
を
誇
っ
た
。
河
越
経
重
は
、
文
応
元
年

（
１
２
６
０
）
に
館
内
の
新
日
吉
社
に
梵
鐘
を
奉
納
し
、
文
永
九
年
（
１
２
７
２
）
に
は
高
野
山
町
石
を
奉

納
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
。
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地
域
情
報
：
賑
や
か
だ
っ
た
「
い
ろ
は
市
」

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

志
木
市
本
町
通
り
（
本
町
１
〜
３
丁
目
の
バ
ス
通
り
）

で
８
月
28
日
、
午
後
１
時
〜
６
時
に
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
「
い
ろ
は
商
店
会
」

本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
PO

「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、

報
道
に
よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙「
市
民
プ
レ
ス
」はN

PO

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・

発
行
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

TEL090

（3048

）5502

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ



3132

ＮＰＯ市民フォーラムが編集する
CREATIVEBOOK新書判
好評発売中！

新書判２４０ページ・フルカラー
定価　１２６０円（税込）
全国書店で発売中
ネットでも購入できます。

発行：（株）ヒューマン・クリエイティブ
発売：揺籃社
電話：０４２- ６２０- ２６１６

CREATIVE BO
O
K

11
号

　
「
山
手
線
は
廻
る
」
環
状
鉄
路
の
誕
生

　

新
橋
か
ら
品
川
・
横
浜
へ
、
日
本
の

鉄
道
建
設
は
明
治
五
年
に
始
ま
っ
た
。

半
世
紀
を
経
て
完
成
し
た
環
状
の
「
山

手
線
」
は
、
首
都
東
京
の
大
動
脈
と
な

る
。
本
書
は
山
手
線
各
駅
近
傍
の
地
誌

を
語
り
、
歴
史
的
な
変
遷
を
偲
び
つ
つ
、

気
ま
ま
に
読
み
下
せ
る
よ
う
に
編
集
さ

れ
た
物
語
り
。

INFORMATION

CREATIVEBO
O
K

10
号

　
「
隅
田
川
を
遡
る
」
橋
梁
物
語

　

空
撮
写
真
の
ほ
か
多
彩
な
カ
ラ
ー
写

真
を
添
え
て
隅
田
川
に
架
か
る
橋
梁
と

両
岸
の
賑
わ
い
を
訪
ね
、
江
戸
時
代
か

ら
の
歴
史
を
語
る
。


